


出展：地域医療ビジョンを実現するために必要な措置 

（必要な病床の適切な区分、都道府県の役割の強化等）及び新たな財政支援制度の創設について（社会保障審議会医療部会 資料） 

【病床機能報告制度の運用開始】（平成26年度～）
・医療機関が担っている医療機能を都道府県に報告

【地域医療構想の策定】（平成27年度～）

機能分化・連携を
実効的に推進

東葛南部圏域における医療
機能ごとの病床の状況
（次頁参照）

東葛南部圏域における医療
機能ごとの病床の状況につ
いて
（2025年の医療機能別の医

療需要等の試算について
次項参照）

１ 地域医療構想の策定を行う体制の整備

２ 地域医療構想の策定及び実現に必要なデータの収集・分析・共有

３ 構想区域の設定

４ 構想区域ごとに医療需要の推計

５ 医療需要に対する医療供給（医療提供体制）の検討

６ 医療需要に対する医療供給を踏まえ必要病床数の推計

東葛南部圏域の状況

７ 構想区域の確認

８ 平成３７（２０２５）年のあるべき医療提供体制を実現するための

施策を検討

 

平成26年度より病床機能報告制度が運用開始され、各医療機関の現状及び6年後の 医療機能ごとの病棟単位の状況
が報告された。また千葉県では平成27年度より、地域医療構想を策定しており、2025年（平成37年）における医療
機能別の必要病床数が医療圏ごとに推計されている。 

 

 

 

 



（１）医療需要について 

○ 2025 年（平成37 年）における病床機能区分ごとの医療需要（推計

患者数）は、構想区域ごとの基礎データを厚生労働省が示し、これを基
に都道府県が構想区域ごとに推計します。 

 

（２）必要病床数について 

○ 上記（１）で算出した医療機能ごとの医療需要（推計患者数）を病床
稼働率で割り戻して、2025 年における必要病床数を構想区域毎に推
計します。 

出展： 2025年の医療機能別の医療需要等の試案について 



出展：病床機能報告 2014年6月分集計（千葉県HP） 2025年の医療機能別の医療需要等の試案について 

東葛南部保健医療圏については、「2025年の医療機能別の医療需要の試算につ
いて」によると病床数全体では増床の必要性があり、特に回復期病床についての
不足が予想されている。船橋市立医療センターに関わる高度急性期病床及び急性
期病床については、ほぼ現状維持の状況である。 
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（床） 東葛南部圏域における医療機能ごとの病床の状況
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